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第 5 章では，導電性高分子ポリ (3 ーアルキルチオフェン)と強誘電性液晶の複合体を作製し，その誘電特性，電
気的光学的性質及びドーピング特性を明らかにしている。同複合体は，導電性高分子に特有のドーピング及び強誘電
性液晶に特有の配向変化に基づく二重の電気光学効果，光スイッチングが可能であることを明らかにしている D


















(5) 導電性高分子ポリ (3 ーアルキルチオフェン)と強誘電性液晶の複合体を作製し，特徴的な誘電特性の濃度依存
性を見出し，そのメカニズムを明らかにしている o また，この複合体は導電性高分子のドーピングによる電子状態
の変化及び強誘電性液晶の分子配向変化に基づいて，二重の電気光学効果による光スイッチングが可能であること
を明らかにしている。
以上のように，本論文は新しい導電性高分子と絶縁性高分子の複合化法により導電率が広い範囲で、任意に制御でき
る事を見出すと共に，その導電メカニズムを解明しており，電子工学に寄与するところが大きい，よって，本論文は
博士論文として価値あるものと認めるo
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